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入
江
波
光
筆
　
摘
草

　
昨
年
の
夏
、
日
本
画
家
の
入い
り

江え

酉ゆ
う

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
が
他
界
さ
れ
ま
し
た
。
ラ
イ
オ
ン
や
駱
駝
を

描
か
れ
て
も
、
コ
ア
ラ
や
カ
ン
ガ
ル
ー
を
描
か
れ
て
も
、
あ
る
い
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
女
性

た
ち
を
描
か
れ
て
も
、
可
愛
ら
し
く
、
お
っ
と
り
と
し
た
情
感
の
流
れ
る
作
品
で
、
年
毎
の

日
展
や
晨
鳥
社
の
塾
展
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
は
折
し
も
、
岡
山
県
笠
岡

市
の
笠
岡
市
立
竹
喬
美
術
館
に
お
い
て
、〈
入
江
波
光
展
〉
が
開
か
れ
、
体
調
が
よ
ろ
し
く

な
い
の
に
、
そ
の
会
場
へ
足
を
運
ば
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
酉
一
郎
さ
ん
は
、
入
江
波
光
の
ご
長
男
で
、
同
じ
京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
で
日
本
画
を

学
ば
れ
、
卒
業
さ
れ
て
い
ま
す
。
卒
業
時
は
太
平
洋
戦
争
の
さ
中
で
、
多
く
の
学
友
と
同
様
、

酉
一
郎
さ
ん
も
招
集
を
受
け
、
マ
レ
ー
半
島
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
今
日
の
私
た
ち
に
は
、

戦
時
中
の
事
は
、
ほ
と
ん
ど
が
関
心
外
の
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
酉
一
郎
さ
ん
の
派

遣
さ
れ
た
マ
レ
ー
半
島
は
、
イ
ギ
リ
ス
軍
の
本
拠
の
あ
っ
た
イ
ン
ド
と
、
中
国
・
雲
南
省
に

通
じ
る
物
資
の
補
給
ル
ー
ト
の
重
要
な
要
衝
に
当
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
遮
断
す
る
た
め
に
、

酉
一
郎
さ
ん
た
ち
の
所
属
し
た
部
隊
は
派
遣
さ
れ
た
の
で
し
た
。
こ
れ
が
後
に
、「
白
骨
街
道
」

と
呼
ば
れ
て
、
日
本
軍
の
餓
死
者
の
山
を
築
い
た
イ
ン
パ
ー
ル
だ
っ
た
の
で
す
。
万
を
超
え

る
兵
を
送
り
込
み
、
生
還
者
は
僅
か
数
百
名
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
酉
一
郎
さ
ん
の
部
隊

は
、
酉
一
郎
さ
ん
も
含
め
て
、
四
名
の
み
が
生
還
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
酉
一
郎
さ
ん
は
、

生
涯
、
自
ら
の
体
験
を
語
ら
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
父
君
の
波
光
は
、
親
し

い
教
職
員
に
、
戦
死
を
予
測
し
、
も
う
還
る
ま
い
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
酉
一
郎

さ
ん
は
、
山
口
華
楊
の
高
弟
で
し
た
か
ら
、
当
然
、
花
鳥
画
が
得
意
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
好
ん
で
描
か
れ
た
の
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
色
艶あ
で

や
か
な
民
族
衣
裳
の

女
性
た
ち
、
マ
ン
ゴ
ー
な
ど
熱
帯
の
果
物
や
花
々
、
手
長
猿
だ
っ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
れ
を

観
る
た
び
に
、
酉
一
郎
さ
ん
の
心
底
に
深
く
刻
ま
れ
た
青
春
時
代
の
一
時
期
、
イ
ン
パ
ー
ル

の
、
誰
に
も
語
ら
れ
な
い
言
語
を
絶
す
る
体
験
と
、
亡
く
な
っ
た
多
く
の
戦
友
へ
の
想
い
を
、

私
は
想
わ
ず
に
は
居
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
終
戦
後
、
程
な
く
し
て
酉
一
郎
さ
ん
は
京
都
へ
帰
還
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
酉
一
郎
さ

ん
を
待
っ
て
い
た
の
は
、
法
隆
寺
金
堂
壁
画
の
模
写
の
仕
事
で
し
た
。
こ
の
仕
事
は
昭
和

十
四
年
（
一
九
三
九
）、
文
部
省
法
隆
寺
壁
画
保
存
調
査
会
が
、
壁
画
模
写
の
実
施
を
決
め
、

翌
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
か
ら
開
始
し
て
い
ま
し
た
。
模
写
は
四
班
に
分
け
ら
れ
、
入

江
波
光
班
の
他
は
、
東
京
の
画
家
が
分
担
し
ま
し
た
。
模
写
す
る
壁
画
は
籤
引
き
で
決
め
ら

れ
、
入
江
班
は
第
六
号
大
壁
と
第
八
号
小
壁
を
担
当
し
ま
し
た
。

　
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
法
隆
寺
金
堂
は
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）

一
月
、
失
火
に
よ
っ
て
焼
け
、
貴
重
な
壁
画
は
消
亡
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
先
だ
つ

昭
和
二
十
三
年
六
月
、
波
光
は
病
没
し
て
、
世
紀
の
悲
劇
を
目
撃
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
戦
火
す
ら
免
れ
た
文
化
財
が
、
模
写
事
業
を
原
因
と
し
た
失
火
に
よ
っ
て
失
わ

れ
た
こ
と
を
、
模
写
に
参
加
し
た
人
々
は
、
ど
の
よ
う
な
思
い
で
聞
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
し
て
や
、
か
ろ
う
じ
て
生
還
を
果
た
し
た
酉
一
郎
さ
ん
の
心
中
は
、
ど
れ
程
の
衝
撃
を
受

け
た
か
、
想
像
す
る
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
。
さ
い
わ
い
、
波
光
班
の
担
当
し
た
模
写
は
、
仮

表
装
の
た
め
に
堂
内
か
ら
搬
出
さ
れ
て
い
て
、
焼
失
は
免
れ
ま
し
た
。
多
く
の
人
々
の
記
憶

に
は
、
長
く
十
円
切
手
と
し
て
使
用
さ
れ
た
法
隆
寺
金
堂
の
観
世
音
菩
薩
の
御
姿
が
残
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
。
入
江
波
光
班
が
模
写
を
担
当
し
た
第
六
号
壁
〈
阿
弥
陀
浄
土
変
相
図
〉
の

脇
侍
、
観
世
音
菩
薩
と
勢
至
菩
薩
の
図
か
ら
、
観
世
音
菩
薩
を
選
び
、
印
刷
し
た
も
の
だ
っ

た
の
で
す
。
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さ
て
、こ
こ
に
掲
げ
た
図
は
、昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
第
七
回
国
展
に
出
品
さ
れ
た
〈
摘

草
〉
で
す
。
作
者
は
入
江
波
光
。
日
本
古
来
の
伝
統
行
事
、
一
月
七
日
の
若
菜
摘
み
を
画
題

と
し
て
い
ま
す
。
現
在
私
た
ち
が
受
継
い
で
い
る
の
は
、
一
月
七
日
の
七
草
粥
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
作
品
が
制
作
さ
れ
る
六
年
前
の
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）、
入
江
波
光
は
京
都
市
か
ら

欧
州
視
察
を
命
じ
ら
れ
、
菊
池
契
月
や
中
井
宗
太
郎
と
共
に
、
約
一
年
の
旅
に
出
発
し
ま
し
た
。

波
光
は
イ
タ
リ
ア
に
半
年
近
く
滞
在
し
、
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
の
絵
画
、
中
で
も
フ

レ
ス
コ
画
、
ロ
ー
マ
の
古
趾
や
ポ
ン
ペ
イ
発
掘
趾
な
ど
を
見
学
、
大
い
に
心
を
動
か
さ
れ
た
よ

う
で
し
た
。
滞
欧
中
に
も
小
さ
な
サ
イ
ズ
な
が
ら
、
フ
レ
ス
コ
画
や
ポ
ン
ペ
イ
時
代
の
古
画
に

見
ま
が
う
作
品
を
試
み
ま
し
た
。
帰
国
後
に
も
、
こ
の
傾
向
が
続
き
ま
し
た
が
、
こ
の
〈
摘
草
〉

が
最
後
例
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
以
降
は
、
展
覧
会
へ
の
出
品
も
控
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　〈
摘
草
〉
に
は
、

波
光
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
見
聞
が
色
濃
く

反
映
さ
れ
て
い
ま

す
。
若
草
摘
み
に

夢
中
に
な
る
三
人

の
舞
妓
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
宗
教
画
の

聖
母
子
像
を
彷
彿

さ
せ
ま
す
が
、
彼

女
ら
の
足
元
の
野

は
、
ボ
ッ
チ
チ
ェ

ル
リ
の
〈
春
〉
や

フ
ラ
ン
ス
の
ゴ

シ
ッ
ク
タ
ピ
ス

リ
ー
の
ミ
ル
・
フ

ル
ー
ル
（
模
様
）

を
想
わ
せ
ま
す
。
そ
し
て
舞
妓
の
、
や
や

類
型
的
で
、
文
楽
人
形
を
想
わ
せ
る
よ
う

な
表
情
、
強
ば
っ
た
動
作
な
ど
、
初
期
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
の
フ
レ
ス
コ
画
へ
の
憧
憬
を

示
す
画
面
で
す
。
晦
渋
な
波
光
に
は
珍
ら

し
く
、
甘
美
な
ロ
マ
ン
の
あ
る
作
品
で
す

が
、
そ
れ
だ
け
で
な
い
の
は
、
さ
す
が
波

光
と
言
う
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
波
光
は
若
い
頃
か
ら
浮
世
絵
を
好
み
、

浮
世
絵
の
ス
タ
イ
ル
を
借
り
た
作
品
を

試
み
、
造
詣
も
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
〈
摘
草
〉
で
の
隠
し
味
に
用
い

ら
れ
た
の
は
、
十
九
世
紀
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
歌
川
豊
広
の
作
品
〈
御
殿
山

の
花
見
図
〉
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
絵
は
、
花
見
と
題
す
る
も
の
の
、
摘
草
図
で
す
。

母
と
若
い
娘
、
あ
る
い
は
若
い
姉
妹
が
、
南
に
開
け
た
江
戸
湾
を
望
む
堤
に
出
て
、
若
菜
を

摘
む
情
景
を
描
い
て
い
ま
す
。
波
光
は
そ
れ
を
三
人
の
舞
妓
に
変
え
、
三
人
一
セ
ッ
ト
と
す

る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
の
定
石
を
踏
襲
し
、
ボ
ッ
チ
チ
ェ
ル
リ
の
ロ
マ
ン
を
採
り
入
れ
て
、
近

代
に
耐
え
う
る
作
品
に
転
化
し
た
の
で
す
。
波
光
は
、
然
し
、
こ
の
作
品
を
最
後
に
、
再
び

晦
渋
な
古
画
や
仏
画
の
世
界
に
戻
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。
よ
り
深
く
豊
か
な
東
洋
美
術
の
浴
池

が
、
波
光
の
前
に
湛
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
上
村
松
篁
は
絵
画
専
門
学
校
時
代
に
、
波
光
の
薫
陶
を
受
け
た
画
家
で
す
が
、
晩
年
の
画

伯
が
、
思
い
出
と
し
て
語
ら
れ
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
当
時
の
学
校
で
は
、
一
年
次
が
終
る
と
、
各
学
年
の
年
次
展
が
開
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、

学
生
た
ち
の
提
出
し
た
作
品
を
、
教
官
が
そ
れ
ぞ
れ
優
秀
作
を
選
び
出
し
、
表
を
向
け
て
置

い
て
行
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
後
か
ら
見
に
来
た
波
光
先
生
が
、
そ
の
作
品
の
幾
つ
か
を

裏
返
さ
れ
る
。
そ
れ
は
毎
年
の
こ
と
で
、入
江
先
生
犯
人
説
は
公
然
の
秘
密
で
、学
生
た
ち
も
、

そ
れ
を
評
価
し
て
い
た
と
い
う
お
話
で
し
た
。

歌川豊広筆　御殿山の花見図　19世紀初頭
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れ
無
し
。
例
の
体て
い

に
大
小
也
（
以
上
は

下
級
の
公
家
衆
。
大
小
の
刀
を
帯
し
て

い
る
。）。
次
よ
り
堂と
う

上し
ょ
う

（
上
級
の
公

家
衆
）、
下げ

﨟ろ
う

を
先
と
し
て
次
第
不
同

（
色
々
な
身
分
の
者
が
入
り
混
っ
て
い

る
。）。
親
王
、
丞じ
ょ
う

相し
ょ
う

（
大
臣
）
相
打
ち

交
り
、
後
を
武
家
が
固
め
る
。
武
家
は

所
司
代
。
前
の
武
家
も
同
じ
。

　

元
の
通
を
河
原
へ
御
出
ま
し
（
帝
の

御
輿
だ
か
ら
敬
語
）。内
侍
所
先
ず
、
次

い
で
御
板
戸
御
輿
、次
い
で
空
の
御
車
。

　

西
の
空
を
見
る
に
、
凡お
よ

そ
焼
亡
の
場

所
、
巾は
ば

五
町
ば
か
り
か
。
西
は
余
程
西

ま
で
の
様
子
。
日
輪
（
太
陽
）
西
に
傾

く
頃
な
れ
ば
、
煙
に
て
包
み
、
恐
れ
多

　

江
戸
時
代
も
終
り
に
近
い
嘉
永
七
年

（
一
八
五
四
）
四
月
六
日
、
御
所
よ
り

出
火
し
た
火
災
は
、
ど
ん
ど
ん
広
が
っ

て
い
く
。

　

冷
泉
為
理
は
三
十
歳
、
正
三
位
左
衛

門
督
。
為
理
は
す
ぐ
に
御
所
に
駆
せ
参

じ
、
孝
明
帝
の
避
難
の
お
供
を
す
る
。

　

帝
を
乗
せ
た
御み

輿こ
し

は
、
下
鴨
神
社
へ

入
る
。
空
は
煙
が
お
お
い
、
太
陽
は
黄

色
に
見
え
る
。
内
裏
は
焼
亡
。
こ
れ
で

は
私
宅（
冷
泉
家
）も
と
て
も
火
災
か
ら

免
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
。
し

か
し
冷
泉
家
の
家
業
で
あ
る
和
歌
を
支

え
る
品
々
と
家
内
の
者
が
無
事
に
立
ち

退
い
た
だ
ろ
う
か
と
為
理
は
不
安
で
あ

る
。そ
こ
に
一
人
の
家
司（
家
来
）が
や
っ

て
来
た
。
早
速
問
う
て
み
る
。
こ
の
続

き
を
、
為
理
卿
記
か
ら
見
て
み
よ
う
。

　
「
い
か
が
」
と
聞
く
に
、禁
中
（
御
所
）

よ
り
直た
だ
ち

に
来
た
る
の
間
（
為
理
と
共
に

御
所
に
参
内
し
、
門
で
置
き
去
り
に
さ

れ
た
家
来
で
あ
る
。）、
家
内
の
事
知
ら

ず
と
い
う
。
尚な
お

々
心
元
な
く
（
不
安
で

あ
る
）。

　

そ
の
う
ち
聖
護
院
宮
へ
御
立
退
の
御

沙
汰
（
命
令
）
あ
り
。

　

御
列
は
、
先
ず
武
家
が
固か
た

め
る
。
内な
い

侍し

所ど
こ
ろ

（
三
種
の
神
器
の
鏡
）
付
き
の

面
々
、
次
い
で
非ひ

蔵く
ろ

人う
ど

、
走
り
掛
け
こ

く
も
色
、
日
蝕
、
皆
蝕
の
ご
と
し
。
河

原
堤
ま
で
も
、何
と
な
く
火
気
を
覚
ゆ
。

末す
え

は
如
何
な
る
事
や
知
ら
ず
。
観
世
音

を
心
に
念
じ
、
供ぐ

奉ぶ

（
お
供
）
従
う
。

大
刀
腰
に
差
し
候
て
、
巻け
ん

纓え
い

な
り
（
冠

の
先
に
付
け
る
纓
を
巻
い
て
い
る
）。

　

脚
は
聖
護
院
に
着
御
す
る
。内
侍
所
、

剣け
ん

璽じ

（
三
種
の
神
器
の
う
ち
の
剣
と

璽
。）
等
同
上
。
先
ず
此
の
上
は
、
か

く
安
心
。

　

此
の
間
、
御ぎ
ょ

物ぶ
つ

、
御
擔た
ん

子す

の
引
き
出

し
、
御
重
唐
戸
、
御
長
持
凡お
よ

そ
三
棹
ば

か
り
、追
々
運
送
す
。右
等
皆
、中
居（
奥

向
き
に
勤
め
て
い
た
女
）
の
火
方
取
り

出
し
候
旨
。
そ
の
余
、
御
内
儀
、
御
表
、

議
奏
の
言
渡
し
、
御
日ひ

次な
み

（
言
渡
し
も

日
次
も
業
務
日
誌
の
よ
う
な
も
の
）等
、

各
丸
焼
け
也
。
誠
に
惜
し
む
べ
し
、
恐

れ
入
り
候
事
共
也
。

　

南
殿
、
清
涼
殿
等
の
駒
犬
等
（
御
所

の
建
物
に
は
駒
犬
が
あ
る
よ
う
だ
）
よ

り
よ
り
（
折
々
）
に
持
ち
来
る
。
御
鳳ほ
う

輦れ
ん

（
帝
の
乗
り
物
）
は
西
へ
持
ち
行
く

を
見
受
け
候
人
も
こ
れ
有
る
と
い
へ
ど

も
、
行
方
覚お
ぼ

束つ
か

な
し
。
御
擔
子
引
き
出

し
等
、
片
は
黒
く
く
す
ぼ
り
也
。

　

先
々
、新
待
賢
門
院（
孝
明
帝
の
母
）、

T
h

e R
eizei F

am
ily an

d
 K

yoto
 Im

p
erial P

alace

（
其
の
五
）

冷
泉
貴
実
子

公
益
財
団
法
人
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫

常
務
理
事
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此
時
、今
一
人
の
家
来
の
顔
を
見
る
。

家
内
如
何
と
問
ふ
に
、
類
焼
を
免
れ
、

火
は
西
へ
行
き
過
ぐ
。頓と
ん

と
別
条
無
し
。

家
内
各
御
室
皆
明
寺
へ
立
退
き
、
障さ
わ

り

無
し
の
由
。
始
め
て
承
り
、
大
安
心
。

取
り
あ
へ
ず
、
観
世
音
へ
御
礼
申
す
処

へ
、
又
政
順
（
同
じ
く
家
来
）
よ
り
の

書
中
（
手
紙
）
来
た
る
を
親
族
壬
生
大

夫
伝
へ
ら
る
。

　

弥
い
よ
い
よ無
事
、類
焼
尤
も
免
れ
候
旨
、又
々

承
り
、
重
々
の
安
心
。
内だ
い

裏り

（
御
所
）

炎
上
は
誠
に
申
す
ま
で
も
こ
れ
無
く
、

恐
れ
入
り
奉
り
候
事
な
が
ら
、此
上
は
、

家
内
免
れ
候
事
、
誠
に
有
り
難
き
義
、

全
く
観
世
音
の
御
蔭
と
落
涙
の
事
。

　

其
の
内
、
類
焼
の
人
こ
れ
有
る
と
仰

ぎ
、
心
中
気
毒
に
察
し
申
し
候
。

　

薄
暮
の
頃
、
届
け
こ
れ
無
く
一
応
退

出
候
の
処
、
弥
、
町
内
何
の
事
こ
れ
無

し
。
火
は
余
程
西
へ
行
き
過
ぎ
候
へ
ど

も
、
室
町
通
に
行
き
当
り
、
人
家
屋
根

の
上
よ
り
、
未
だ
萌
え
る
火
見
ゆ
。
恐

し
き
事
、
申
し
尽つ
く

し
難
し
。

　

門
は
余
（
為
理
）
立
退
き
故
、
扉
閉

あ
り
。
政
順
、
義
雅
、
清
貞
（
三
名
共

家
来
）
に
出
会
ひ
、先
々
無
事
を
歓
ぶ
。

（
次
号
へ
続
く
）

敏と
き
の

宮み
や

、
和
宮
（
二
人
と
も
孝
明
帝
の
姉

妹
）
等
は
青
蓮
院
宮
へ
御
立
退
き
、
准じ
ゅ

后ご
う

（
孝
明
帝
の
女
御
）、
祐さ
ち
の

宮み
や

（
後
の

明
治
帝
）
は
聖
護
院
御
同
所
也
。
御
機

嫌
よ
く
、
格
別
の
御
当
り
こ
れ
無
し
の

旨
、此
上
は
恐
悦
恐
悦
。
近き
ん

習じ
ゅ
う

惣
詰（
御

所
で
帝
の
近
く
に
詰
め
て
い
る
公
卿
全

員
）、
第
一
建
通
よ
り
一
同
御
機
嫌
を

伺
う
。
本
番
所
（
同
様
に
近
く
に
詰
め

て
い
る
公
卿
）
同
上
の
由
。

　

下
鴨
よ
り
運
送
の
握
り
飯
、
或
い
は

宮
（
聖
護
院
宮
）
に
於
い
て
出
来
の
汁

掛
け
飯
等
、
一
同
こ
れ
を
食
す
。
火
は

と
に
角
、
消
え
難
し
。

為理卿記
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葭
屋
町
通

　
葭よ
し

屋や

町ま
ち

通
は
元
誓
願
寺
通
か
ら
南
へ

丸
太
町
通
ま
で
一
・
二
キ
ロ
の
短
い
道

で
す
。
し
か
も
、
こ
の
道
は
平
安
京
の

堀
川
小
路
と
猪
熊
小
路
の
間
に
、
天
正

の
豊
臣
秀
吉
の
市
街
地
改
造
に
よ
り
開

か
れ
た
新
道
で
、
今
の
二
条
城
を
南
へ

抜
け
て
松
原
通
に
至
り
ま
し
た
。
そ
の

直
後
の
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
に
は

京
都
に
お
け
る
拠
点
と
し
て
将
軍
徳
川

家
康
が
二
条
城
を
築
き
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
堀
川
を
外
堀
と
し
た
の
で
丸
太
町

通
か
ら
押
小
路
通

の
間
が
城
地
と

な
っ
て
分
断
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し

た
。
以
後
、
北
の

方
を
葭
屋
町
通
、

南
の
方
を
岩い
わ

上が
み

通

と
い
う
よ
う
に
な

り
、
旧
本
圀
寺
・

西
本
願
寺
・
興
正

寺
な
ど
の
寺
地
で

途
切
れ
な
が
ら
、
今
で
は
塩
小
路
通
ま

で
続
き
ま
す
。

　
葭
屋
町
通
の
北
端
に
は
西
陣
織
会
館

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
は
昭
和
三
十
八

年
ま
で
日
蓮
宗
の
瑞
龍
寺
の
寺
地
で
し

た
。
こ
の
寺
は
村
雲
御
所
と
い
わ
れ
た

尼
寺
で
す
。
豊
臣
秀
吉
の
姉
が
尼
と

な
っ
て
日
秀
と
号
し
、
村
雲
の
地
に
建

立
し
ま
し
た
が
、
近
江
八
幡
市
の
八
幡

山
の
頂
上
に
移
転
し
ま
し
た
。

晴
明
神
社

　

元
誓
願
寺
通
下
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の

が
晴
明
神
社
で
す
。
平
安
時
代
の
陰お
ん

陽み
ょ
う

師じ

で
あ
っ
た
安あ

倍べ
の

晴せ
い

明め
い

（
九
二
一
─

一
〇
〇
五
）
と
倉う
か
の
み
た
ま
の
み
こ
と

稲
魂
命
を
祀
り
、
そ

の
邸
址
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
晴
明

は
天
文
博
士
と
し
て
、
ま
た
陰
陽
道
の

始
祖
と
し
て
数
々
の
奇
瑞
が
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
度
重
な
る
幕
末
の
火
災

で
記
録
が
失
わ
れ
て
由
緒
も
不
明
の
点

が
多
い
の
は
残
念
で
す
。
今
で
は
堀
川

通
に
面
し
て
い
ま
す
が
、
元
は
葭
屋
町

通
が
表
口
で
し
た
。
昭
和
二
十
年
の
終

戦
直
前
、
空
襲
に
よ
る
延
焼
を
防
ぐ
た

上京の史蹟　その 28

葭 屋 町 通

おおじ こうじおおじ こうじ

よし　   　や　　  　まち　  　どおり

晴明神社
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め
の
強
制
疎
開
で
西
堀
川
通
の
両
側
が

広
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
堀
川
通
に
入

口
が
開
か
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で

す
。
境
内
に
は
晴
明
井
が
残
り
、
今
も

易
学
の
神
様
と
さ
れ
、
屋
根
瓦
に
は
晴

明
桔
梗
紋
と
い
う
一
筆
書
き
の
星
形
の

紋
が
あ
り
、
陰
陽
道
で
用
い
る
魔
除
け

の
呪
符
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
晴
明

の
銅
像
や
、
ゆ
か
り
の
旧
一
条
戻
橋
の

欄
干
の
一
部
な
ど
も
見
ら
れ
ま
す
。
な

お
社
号
標
は
富
岡
鉄
斎
の
風
格
あ
る
筆

に
な
る
も
の
で
す
。

　

社
前
に
は
近
年
、
武
者
小
路
千
家
の

千
宗
守
家
元
の
筆
に
な
る
「
千
利
休
居

士 

聚
楽
屋
敷
趾
」
の
石
碑
が
建
て
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
碑
陰
に
は
「
晴
明
神

社
の
地
は
千
利
休
宗
易
居
士
が
聚
楽
屋

敷
を
構
え
茶
事
を
催
し
茶
湯
に
用
い
た

と
さ
れ
る
井
戸
が
現
存
す
る
旧
跡
で
あ

る
」
と
記
さ
れ
、
利
休
の
聚
楽
屋
敷
が

顕
彰
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で

す
。

福
大
明
神
社

　

葭
屋
町
通
に
は
福
大
明
神
町
と
元
福

大
明
神
町
と
が
あ
り
ま
す
。
福
大
明
神

町
は
一
条
通
下
る
、
元
福
大
明
神
町
は

出
水
通
下
る
に
あ
り
ま
す
。
名
の
示
す

よ
う
に
最
初
は
元
福
大
明
神
町
に
、
の

ち
福
大
明
神
町
に
「
福
大
明
神
社
」
が

あ
り
ま
し
た
。
福
大
明
神
は
宇う

迦か
の

魂み
た
ま

あ

る
い
は
白
狐
（
稲
荷
神
）
を
祀
る
と

か
、
紀
貫
之
の
霊
だ
と
か
諸
説
が
あ
り

ま
す
。
平
安
時
代
に
万
里
小
路
土
御

門
に
あ
っ
た
紀
貫
之
の
宅
地
に
社
を

建
て
、
そ
の
像

を
祀
っ
た
と
の

伝
承
も
あ
り
ま

す
。
の
ち
九
条
邸

に
移
り
、
寛
永

年
中
（
一
六
二
四

─
四
四
）
に
は

元
福
大
明
神
町
へ
、
さ
ら
に
寛
文
年
中

（
一
六
六
一
─
七
三
）
に
は
福
大
明
神

町
に
遷
座
し
ま
し
た
。
今
も
西
側
の
大

木
家
の
庭
内
に
小
祠
と
し
て
残
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。
福
を
も
た
ら
す

神
と
し
て
江
戸
時
代
に
は
崇
敬
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

検
非
違
使
庁
址

　

出
水
通
上
る
西
側
に
「
平
安
京
検け

非び

違い

使し

庁ち
ょ
う

址
」
の
石
碑
が
あ
り
、
こ
こ
に

住
ま
わ
れ
て
い
る
平
安
京
の
研
究
者
で

同
志
社
女
子
大
学（
当
時
は
花
園
大
学
）

の
山
田
邦
和
教
授
に
よ
っ
て
説
明
板
が

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
他
で
は
見
ら
れ

な
い
解
説
な
の
で
そ
の
ま
ま
転
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
東
を
堀
川
小
路
（
堀
川
通
）、
北
を

鷹た
か

司つ
か
さ

小
路
（
下
長
者
町
通
）、
西
を
猪い
の

隈く
ま

小
路
（
猪
熊
通
）、
南
を
近
衛
大
路

（
出
水
通
）
に
囲
ま
れ
た
範
囲
は
、
平

安
京
左
京
一
条
二
坊
七
町
に
あ
た
る
。
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平
安
時
代
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
、
こ

の
地
は
平
安
京
の
「
首
都
警
察
」
で

あ
っ
た
検
非
違
使
庁
が
存
在
し
た
。
検

非
違
使
は
弘
仁
六
年
（
八
一
五
）
頃
に

令り
ょ
う

外げ
の

官か
ん

と
し
て
創
設
さ
れ
、
当
初
は
左

右
両
庁
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
天
暦
元

年
（
九
四
七
）
に
ひ
と
つ
に
統
合
さ
れ

た
。
こ
の
左
京
一
条
二
坊
七
町
の
地

は
、
も
と
は
左さ

衛え

門も
ん

府ふ

の
一
部
で
あ
っ

た
が
、
分
割
さ
れ
て
検
非
違
使
の
庁
舎

の
敷
地
に
当
て
ら
れ
た
。
検
非
違
使
の

職
掌
は
警
察
、
裁
判
、
科
刑
に
及
ん
で

い
た
が
、
時
代
を
経
る
に
従
っ
て
そ
の

役
割
を
拡
張
さ
れ
、
や
が
て
は
京
内
の

行
政
全
般
に
わ
た
る
広
範
な
権
限
を
持

つ
に
い
た
っ
た
。
た
だ
、
平
安
時
代
後

期
に
な
る
と
検
非
違
使
の
事
務
は
別べ
っ

当と
う

（
長
官
）
の
私
邸
で
お
こ
な
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
左
京
一
条
二
坊
七
町
の
庁

舎
は
廃
絶
し
た
の
で
あ
る
。

　

平
安
時
代
の
歴
史
の
中
で
、
検
非
違

使
の
果
た
し
た
役
割
は
限
り
な
く
大
き

い
。
こ
の
重
要
な
史
跡
を
後
世
に
伝
え

る
た
め
、こ
こ
に
顕
彰
碑
を
建
立
す
る
。

　
　

平
成
十
六
年
四
月
九
日
」
と
、
公

益
財
団
法
人
古
代
学
協
会
が
建
立
し
て

い
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
南
へ
下
が
っ
て
行
く
と
、

元
福
大
明
神
町
の
東
側
に
「
山
崎
闇
斎

邸
址
」
の
石
碑
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
こ

に
は
江
戸
時
代
前
期
の
学
者
で
あ
っ
た

山
崎
闇
斎
（
一
六
一
八
─
八
二
）
が
数

千
人
と
い
わ
れ
る
門
弟
に
講
席
を
開
い

た
と
こ
ろ
で
す
。
闇
斎
は
最
初
仏
教
を

学
び
ま
す
が
、
の
ち
朱
子
学
に
転
じ
、

さ
ら
に
吉
田
神
道
か
ら
垂
加
霊
社
と

い
う
免
許
皆
伝
を
受

け
、
儒
学
と
神
道
を

融
合
し
た
垂
加
神
道

を
創
唱
し
、
幕
末
の

思
想
界
に
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
し
た
。

　

そ
の
西
側
に
は
真

敬
寺
が
あ
り
、
門
前
に
は
「
徳
川
五
代

将
軍
綱
吉
公
御
生
母
桂
昌
院
殿
御
出
家

菩
提
寺
」
の
石
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
に
僧
勝
賢
が

開
基
し
た
真
宗
大
谷
派
の
寺
院
で
、
桂

昌
院
が
帰
依
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
椹
木
町
通
下
る
に
は
蔵
林
寺
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
南
北
朝
時
代
の
貞

治
三
年
（
一
三
六
四
、
南
朝
元
号
で
は

正
平
十
九
年
）
に
僧
宗
観
が
開
基
し
た

真
言
宗
の
金
剛
峯
寺
に
属
す
る
寺
院
で
、

高
野
山
堀
川
別
院
と
称
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
椹
木
町
通
と
の
東
南
角
に
は

「
此
南　

聚
楽
城　

武
家
地　

直
江
兼

続
屋
敷
跡
推
定
地
」「
平
安
京
左
京
二

条
二
坊
八
町　

春
宮
坊
東
宮
町
跡
」
の

文
字
が
彫
ら
れ
た
新
し
い
石
碑
が
建
て

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は

脇
の
説
明
板
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　

ほ
ど
な
く
丸
太
町
通
へ
出
ま
す
。
そ

の
突
き
当
た
り
は
長
ら
く
空
地
で
し
た

が
、
昨
年
末
に
新
し
い
商
業
施
設
が
開

店
し
て
賑
わ
い
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

（
出
雲
路
敬
直
）

診察時間　午前9時～12時
　　　　　午後4時半～7時半

祝休診

日×
×

土
○×

金
○
○

木×
×

水
○
○

火
○
○

月
○
○

午前
午後

山崎闇斎邸址
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は
じ
め
に

　

今
出
川
通
室
町
西
に
位
置
す
る
上
京

区
総
合
庁
舎
を
建
て
替
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
場
所
は
上
京
遺
跡
・

室
町
殿
跡
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
工
事
に
先
立
ち
、
公
益
財
団
法
人

京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
が
発
掘
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
調
査

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

上
京
遺
跡
に
つ
い
て

　

調
査
地
は
相
国
寺
や
同
志
社
大
学
の

西
方
、
京
都
御
所
の
北
西
、
平
安
京

北
端
の
一
条
大
路
か
ら
三
町
分
（
約

三
六
〇
ｍ
）
北
に
位
置
し
ま
す
。
平
安

京
造
営
時
は
京
外
で
し
た
が
、
平
安
時

代
の
終
わ
り
頃
か
ら
京
外
の
北
方
に
生

活
域
が
広
が
り
、鎌
倉
時
代
に
入
る
と
、

左
京
域
の
南
北
通
が
北
へ
延
長
さ
れ
ま

し
た
。

　

上
京
遺
跡
は
、
禁
裏
（
内
裏
）
が
ほ

ぼ
現
在
の
京
都
御
所
に
固
定
さ
れ
た
室

町
時
代
に
、
平
安
京
の
枠
を
超
え
て
そ

の
北
方
に
将
軍
家
や
公
家
の
屋
敷
、
寺

院
な
ど
が
造
ら
れ
、
形
成
さ
れ
た
市
街

地
の
こ
と
で
す
。
遺
跡
範
囲
は
、
お
お

よ
そ
北
は
紫
明
通
、
南
は
一
条
通
、
東

は
寺
町
通
、
西
は
智
恵
光
院
通
ま
で
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

室
町
殿
跡
は
、
室
町
通
に
面
し
て
い

た
こ
と
か
ら
呼
ば
れ
た
邸
宅
で
、
永
徳

元
年
（
一
三
八
一
）
足
利
義
満
に
よ
っ

て
造
営
さ
れ
、
別
名
、「
花
の
御
所
」

と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
発

掘
調
査
で
は
、
庭
石
を
配
し
た
園
池
の

一
部
・
柱
穴
・
土
坑
・
溝
な
ど
が
検
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

周
辺
の
遺
跡
に
つ
い
て

　

今
回
の
調
査
地
は
、
こ
の
室
町
通
か

ら
約
一
町
（
約
一
二
〇
ｍ
）
西
に
位
置

し
ま
す
。
調
査
地
周
辺
の
遺
跡
に
は
、

東
に
室
町
殿
跡
、
そ
の
北
東
に
は
室
町

時
代
の
寺
院
跡
で
あ
る
相
国
寺
旧
境
内

や
、
飛
鳥
時
代
の
上
御
霊
遺
跡
、
奈
良

時
代
以
降
の
出
雲
寺
跡
、
東
に
は
ほ
ぼ

京
都
御
苑
が
範
囲
の
公
家
町
遺
跡
、
西

に
は
室
町
時
代
の
平
城
跡
で
あ
る
本
満

寺
の
構
え
跡
、
そ
の
北
に
は
室
町
時
代

か
ら
桃
山
時
代
の
新
町
校
地
遺
跡
が
あ

り
、
南
に
は
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代

の
一
条
室
町
殿
跡
が
あ
り
ま
す
。
南
西

に
は
平
安
時
代
の
革
堂
跡
（
行
願
寺
）

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
周
辺
に
は
、
茶

道
家
元
で
知
ら
れ
る
不
審
菴（
表
千
家
）

庭
園
、
今
日
庵
（
裏
千
家
）
庭
園
、
官

休
庵
（
武
者
小
路
千
家
）
庭
園
、
大
聖

寺
庭
園
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

周
囲
に
は
飛
鳥
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま

で
の
遺
跡
・
名
勝
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

上
京
の
埋
蔵
文
化
財

─ 
上
京
遺
跡
の
発
掘
調
査 

─
─ 

上
京
遺
跡
の
発
掘
調
査 

─

─ 9 ─



調
査
の
成
果

　

二
〇
一
三
年
四
月
一
日
か
ら
準
備
作

業
を
始
め
、
七
月
十
九
日
に
終
了
し
ま

し
た
。
調
査
区
は
南
側
の
１
区
、
北
側

の
２
区
に
分
か
れ
ま
す
。
今
回
の
調
査

で
は
、
鎌
倉
時
代
、
室
町
時
代
前
期
、

室
町
時
代
後
期
、
江
戸
時
代
初
頭
の
遺

構
・
遺
物
を
検
出
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
江
戸
時
代
の
中
期
以
降
の
石い
し

室む
ろ

や

井
戸
、
江
戸
時
代
初
頭
の
大
規
模
な
ゴ

ミ
穴
が
多
く
、そ
の
た
め
に
室
町
時
代
・

鎌
倉
時
代
の
遺
構
の
残
り
は
悪
く
、
建

物
な
ど
は
復
元
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

１
区
で
は
地
表
下
一
．
二
ｍ
の
標
高

約
五
三
．
七
ｍ
で
第
一
面
の
江
戸
時
代

初
頭
の
遺
構
、
地
表
下

約
一
．
四
ｍ
で
第
二
面

の
桃
山
時
代
の
遺
構
、

地
表
下
約
一
．
六
ｍ
で

第
三
面
の
室
町
時
代
か

ら
鎌
倉
時
代
の
遺
構
を

検
出
し
ま
し
た
。
調
査

で
検
出
し
た
遺
構
を
時

─ 11 ─ ─ 10 ─



代
の
古
い
順
に
紹
介
し
ま
す
。

鎌
倉
時
代
の
遺
構

　

今
回
の
調
査
で
は
、
数
は
少
な
い
の

で
す
が
、
鎌
倉
時
代
の
土
坑
や
柱
穴
を

発
見
し
、
鎌
倉
時
代
の
遺
物
を
採
取
し

ま
し
た
。
土
坑
は
当
時
の
ゴ
ミ
捨
て
穴

と
考
え
て
い
ま
す
。
土
坑
は
直
径
約
二

ｍ
、
深
さ
約
二
．
四
ｍ
あ
り
ま
し
た
。

堅
く
し
ま
っ
た
砂
礫
の
地
盤
を
掘
り
下

げ
て
お
り
、
元
々
は
井
戸
だ
っ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
井
戸
が
使
わ
れ
な

く
な
り
、
ゴ
ミ
捨
て
穴
と
し
て
利
用
さ

れ
た
の
で
し
ょ
う
。
埋
め
た
て
た
土
に

は
鎌
倉
時
代
の
土
師
器
皿
が
た
く
さ
ん

混
じ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
、

柱
が
沈
ま
な
い
よ
う
に
根
石
を
据
え
た

柱
穴
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
建
物
と
し

て
は
ま
と
ま
り
ま
せ
ん
が
、
室
町
時
代

の
上
京
遺
跡
よ
り
古
い
鎌
倉
時
代
に
、

住
民
が
生
活
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
遺
構
・
遺
物
か
ら
、

調
査
地
か
ら
東
北
方
向
の
相
国
寺
旧
境

内
遺
跡
な
ど
だ
け
で
な
く
、
調
査
地
周

辺
で
も
、
鎌
倉
時
代
か
ら
人
々
が
生
活

し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
。

室
町
時
代
前
期
の
遺
構

　

土
坑
や
柱
列
･
柱
穴
を
発
見
し
ま
し

た
。
土
坑
は
東
西
二
．
五
ｍ
、
南
北

二
．
三
ｍ
以
上
、
深
さ
一
．
八
ｍ
あ
り

ま
し
た
。
埋
土
は
黒
褐
色
砂
泥
に
礫
や

炭
が
混
入
し
、
室
町
時
代
の
遺
物
が
混

じ
っ
て
い
ま
し
た
。
別
の
土
坑
は
東

西
約
二
．
八
ｍ
、
南
北
約
一
．
一
ｍ
、

深
さ
は
〇
．
八
ｍ
あ
り
、
室
町
時
代
前

期
の
土
師
器
皿
が
密
集
し
て
出
土
し
ま

し
た
。
ま
た
、
溝
状
に
掘
っ
て
柱
を
据

え
た
跡
を
見
つ
け
ま
し
た
。
塀
や
柵
を

作
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

室
町
時
代
末
期
の
京
都
の
様
子
を
描

く
『
洛
中
洛
外
図
屏
風
』（
上
杉
本
）

で
は
、室
町
殿
や
そ
の
西
方
に
入
江
殿
・

近
衛
殿
の
建
物
が
描
か
れ
、
調
査
地
付

近
に
建
物
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
室
町

殿
に
近
い
地
点
で
あ
り
、
有
力
武
将
の

建
物
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

室
町
時
代
後
期
の
遺
構

　

石い
し

室む
ろ

、
土
坑
、
柱
列
、
柱
穴
、
溝
な

ど
が
あ
り
、
室
町
時
代
後
期
の
遺
物
が

出
土
し
ま
し
た
。
石
室
は
東
西
一
．
二

ｍ
以
上
、
南
北
一
．
三
ｍ
以
上
、
深
さ

〇
．
三
ｍ
あ
り
ま
す
。
ひ
と
か
か
え
ほ

ど
の
石
の
長
軸
を
石
室
壁
面
沿
い
に
積

み
上
げ
、
二
段
残
存
し
ま
す
。
土
坑
は

東
西
三
ｍ
、
南
北
五
ｍ
、
深
さ
〇
．
七

ｍ
あ
り
ま
す
。
埋
土
は
、
黒
褐
色
か
ら

暗
褐
色
砂
泥
で
す
。
柱
列
は
南
北
方
向

の
柱
列
で
、柱
穴
は
直
径
〇
．
四
～
〇
．

六
ｍ
、
深
さ
〇
．
一
～
〇
．
三
ｍ
、
一

辺
〇
．
二
ｍ
の
根
石
状
の
石
が
入
っ
て

い
る
も
の
も
あ
り
、柱
と
柱
の
間
は
一
．

五
ｍ
あ
り
ま
す
。
敷
地
境
界
の
柵
と
考

え
ら
れ
、
こ
の
境
界
線
は
、
現
代
の
境

界
線
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
区
画
が

現
代
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　

二
条
の
溝
（
写
真
）
は
南
北
方
向
の

溝
で
２
区
の
調
査
区
東
部
で
発
見
し
ま

し
た
。
西
側
の
溝
は
幅
一
．
二
～
一
．

四
ｍ
、
深
さ
〇
．
六
ｍ
、
東
側
の
溝
も

１区　作業風景・多数の大きな土坑(西から)

２区　二条の溝（北から）
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同
規
模
で
、
と
も
に
南
北
約
四
．
五
ｍ

を
検
出
し
、
調
査
区
外
の
南
と
北
に
延

び
ま
す
。
埋
土
は
暗
褐
色
か
ら
黒
褐
色

砂
泥
が
主
体
で
黄
褐
色
砂
泥
ブ
ロ
ッ
ク

が
混
じ
り
ま
す
。
埋
土
の
状
況
な
ど
か

ら
、
空
堀
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
上
部

が
削
平
さ
れ
て

い
る
た
め
、
先

後
関
係
は
不
明

で
、
併
存
し
て

い
た
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

　

応
仁
・
文
明

の
乱
以
降
、
京

都
は
戦
乱
が
絶

え
ず
、「
構
え
」

と
呼
ば
れ
る
防

御
用
の
堀
や
塀

が
多
く
作
ら
れ

ま
し
た
。
今
回

発
見
し
た
二
条

の
南
北
溝
は
中

世
の
構
え
に
関

連
す
る
堀
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
初
頭
の
遺
構

　

火
災
処
理
と
考
え
ら
れ
る
土
坑
（
写

真
）
を
多
く
発
見
し
ま
し
た
。
そ
の
中

で
も
大
規
模
な
も
の
は
、１
区
に
五
基
、

２
区
に
一
基
あ
り
、
規
模
は
一
辺
一
～

五
ｍ
、
深
さ
〇
．
八
～
二
．
五
ｍ
あ
り

ま
す
。
土
坑
か
ら
は
炭
・
焼
土
・
焼
け

た
壁
土
・
多
量
の
土
師
器
皿
・
陶
磁
器

類
・
瓦
類
が
出
土
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
火
災
後
処
理
の
た
め
の
土
坑
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

一
六
四
五
～
一
六
五
九
年
頃
の
京
都

を
描
い
た
と
さ
れ
る
『
洛
中
絵
図　

寛

永
後
萬
治
前
』
を
現
在
の
地
図
に
重
ね

る
と
、
１
区
は
通
り
に
面
し
た
町
屋
列

に
位
置
し
、
１
区
北
部
と
２
区
は
旧
今

出
川
通
か
ら
通
路
の
あ
る
奥
ま
っ
た
敷

地
に
あ
る
長
谷
川
半
兵
衛
宅
に
な
り
ま

す
。
そ
の
宅
地
の
大
き
さ
か
ら
、
あ
る

程
度
高
い
地
位
の
武
家
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
西
側
は
現
在
の
新
町
通
、
南
側
は

旧
今
出
川
通
（
北
小
路
）、
東
側
は
衣
棚

通
に
囲
ま
れ
ま
す
が
、
調
査
地
は
、
各

通
り
か
ら
奥
ま
っ
た
場
所
に
位
置
し
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
調
査
地
は
当
時

の
通
り
に
面
し
て
い
た
町
屋
の
奥
に
位

置
す
る
空
閑
地
に
な
っ
て
お
り
、
建
物

な
ど
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

文
献
史
料
に
よ
れ
ば
、
桃
山
時
代
か

ら
江
戸
時
代
前
期
の
上
京
域
で
は
大
火

の
記
録
が
三
件
あ
り
ま
す
。
一
五
七
三

年
の
織
田
信
長
に
よ
る
上
京
焼
き
討
ち

で
約
六
千
軒
焼
失
、
一
六
二
〇
年
二
月

に
は
計
約
三
千
軒
焼
失
、
一
六
七
三
年

に
は
約
五
千
軒
焼
失
の
記
録
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
中
で
、
一
六
二
〇
年
の
大
火

記
録
が
出
土
遺
物
の
年
代
と
一
致
し
ま

す
。
大
日
本
史
料
の
中
の
「
土
御
門
泰

重
卿
記
」「
孝
亮
宿
禰
日
次
記
」「
日
本

耶
蘇
會
年
報
」
な
ど
に
は
、「
元
和
六

年
（
一
六
二
〇
）（
旧
暦
）
二
月
か
ら

三
月
（
現
代
の
四
月
）
に
か
け
て
、
放

火
に
よ
っ
て
新
町
か
ら
出
火
。
相
国
寺

の
建
物
や
御
所
八
幡
町
（
現
在
の
烏
丸

今
出
川
上
る
西
側
の
大
聖
寺
付
近
）
に

あ
っ
た
聖
護
院
や
（
調
査
地
の
）
堀
出 志野向付
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シ
町
な
ど
、
上
京
域
で
約
二
千
軒
が
焼

失
。（
旧
暦
）
三
月
四
日
に
は
放
火
で

約
千
軒
焼
失
。
そ
の
後
も
放
火
が
続

く
。」「
キ
リ
シ
タ
ン
に
放
火
の
罪
を
か

ぶ
せ
る
動
き
が
あ
っ
た
」
な
ど
の
記
載

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
土
器
編
年
に
よ
る
年

代
が
文
献
資
料
の
大
火
記
録
に
裏
付
け

ら
れ
、
他
の
出
土
遺
物
の
年
代
も
ほ
ぼ

確
定
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
す
。

　

ま
た
、
１
区
の
そ
れ
ぞ
れ
の
土
坑
か

ら
出
土
し
た
土
器
の
破
片
点
数
の
割
合

で
は
、
土
師
器
類
は
七
四
～
九
二
％
を

占
め
、
瓦
器
類
の
他
に
、
施
釉
陶
器
は

四
～
七
％
、
焼
締
陶
器
三
～
一
一
％
、

輸
入
陶
磁
器
一
～
三
％
を
占
め
ま
す
。

土
師
器
の
大
部
分
は
皿
で
、
そ
の
一
部

に
、
灯
明
皿
に
使
用
し
て
煤
が
付
着
し

た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
皿
以
外
に
は
焼

塩
壷
と
蓋
･
炮
烙
が
あ
り
、
瓦
質
鍋
・

鉢
・
蓋
・
瓦
燈
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
施

釉
陶
器
に
は
瀬
戸
・
美
濃
産
や
唐
津
産

･
京
都
産
の
椀
･
皿
･
向
付
（
写
真
）

な
ど
が
あ
り
、
底
面
に
墨
書
が
書
か
れ

た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
焼
締
陶
器
に
は

信
楽
産
･
丹
波
産
･
備
前
産
の
擂
鉢
･

鉢
･
甕
･
盤
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
輸
入

陶
磁
器
に
は
中
国
産
の
青
花
椀
・
皿
、

朝
鮮
産
白
磁
皿
・
陶
器
皿
、
ベ
ト
ナ
ム

産
青
花
椀
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

武
家
屋
敷
に
位
置
す
る
２
区
土
坑
は

一
六
二
〇
年
の
大
火
を
契
機
に
掘
削
さ

れ
た
と
考
え
ま
す
。
土
坑
の
最
下
層
か

ら
は
、
板
材
や
箸
な
ど
と
と
も
に
炭
化

し
た
米
・
大
麦
・
粟
・
山
椒
が
出
土
し

て
い
ま
す
。こ
れ
は
火
事
で
蔵
が
燃
え
、

炭
化
し
た
米
な
ど
を
廃
棄
し
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
南
側
の
町
屋
跡
で
出
土
し

た
遺
物
と
比
べ
る
と
、
武
家
屋
敷
跡
か

ら
は
、
絵
唐
津
大
皿
（
写
真
）、
青
花

大
皿
片
、
磁
器
の
摘
み
な
ど
大
振
り
な

も
の
や
輸
入
赤
絵
製
品
が
あ
り
、
豪
華

な
遺
物
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

出
土
遺
物
破
片
数
の
割
合
は
、
１
区
の

土
坑
と
異
な
り
、
土
師
器
の
割
合
は
約

七
二
％
、焼
締
陶
器
は
約
二
％
と
低
く
、

施
釉
陶
器
が
約
一
四
％
、
輸
入
陶
磁
器

が
約
五
％
と
、
１
区
の
土
坑
よ
り
輸
入

陶
磁
器
の
比
率
が
高
い
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
町
屋
と
武
家
屋
敷
の
違
い
が

現
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

室
町
時
代
の
遺
跡
と
し
て
知
ら
れ
る

上
京
遺
跡
は
、
鎌
倉
時
代
の
遺
構
・
遺

物
が
発
見
さ
れ
、
平
安
時
代
の
遺
物
も

混
入
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鎌
倉
時
代

か
ら
平
安
時
代
ま
で
時
代
が
遡
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
上
京
の

人
々
の
生
活
は
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸

時
代
初
頭
に
引
き
継
が
れ
、
柱
列
な
ど

の
地
割
は
、
現
代
ま
で
引
き
継
が
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

（（
公
財
）
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

尾
藤
徳
行
）

絵唐津大皿
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　「上京区民ふれあい文化大学」が昨年11月30日に
ホテルルビノ京都堀川で開催され，斎藤英喜佛教大
学教授が20年ぶりに執り行われた伊勢神宮の式年遷
宮について講演を行いました。参加者は式年遷宮の
様子を映像で見ながら，古代から脈々と続く伝統行
事にふれ，文化に親しむ機会となりました。

ふれあい文化大学

上京区民ふれあい史蹟ウォーキング

第49回「上京薪能」が，昨年9月20日に白峯神宮で
開催されました。第一部では各社中による演目が披露
され，火入れ式の後，第二部では箏演奏「比良」，仕
舞「笠之段」，狂言「飛越」，能「天鼓」などが上演
されました。来場者は，夕闇の中かがり火に照らされ
た幽玄の世界に魅了されました。

上　京　茶　会

上 京 区 民

　区役所庁舎入口に置かれたプランターには季節
の草花が植えられ，ボランティアの皆さんが，毎
日きれいに手入れをされて，来庁される方の目を
楽しませています。昨年11月9日には一斉に植え
替えを行い，冬の装いとなりました。

「みんなで
　花を咲かそう」

活動

　昨年11月25日，秋晴れの下「上京区民ふれあい
史蹟ウォーキング」が開催されました。今回は，北
野天満宮をスタートし，平野神社や龍安寺などを巡
り，仁和寺をゴールとするコースを歩きました。参
加者は史蹟の説明を聴きながら，紅葉真っ盛りの中
気持ちよくウォーキングを楽しみました。

上
京
薪
能

上京
区民
ふれあいまつり2013

「上京区民ふれあいまつり２０１３」が，昨年１０月
２７日西陣中央小学校で開催されました。好天の下，
各学区・団体による模擬店や各コーナー，特設ステー
ジは，多くの来場者でにぎわい，子どもからお年寄り
までが楽しくふれあう一日となりました。

　秋の「上京茶会」が，昨年11月10日北野天満宮明
月舎にて裏千家による懸釜で開催されました。朝から
あいにくの肌寒い雨が降る天気となりましたが，色づ
き始めた紅葉がしっとりと濡れ，風情のある一服のお
茶を味わっていただくひとときとなりました。
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「
上
京
・
史
蹟
と
文
化
」
は
上
京
区
役
所
地
域
力
推
進
室
ま
ち
づ
く
り
推
進
担
当
で
販
売
致
し
て
お
り
ま
す
。（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
４
４
１
─
５
０
４
０
）

表紙題字／吉川蕉仙先生　　表紙写真／京都御所　小谷一之

ま
た
、
上
京
区
役
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

あじわい
￥5,000

￥1,500

レストラン

毎週日曜日はお得な
ランチバイキングを
しております

11：30～14：00

おひとり

大切な方への御供えのお花、お誕生日、御祝のお花、
結婚式のブーケなど心に残る記念日を

お花で彩るお手伝いをさせていただきます。

フリーダイヤル 0120－46－8700

花工房　京都本店　　京都市上京区烏丸通今出川下ル
TEL 075－414－8700　FAX 075－414－7787

http://www.hanakobo.co.jp

●グローバル地域文化学部

同志社大学 企画部 広報室 広報課

学校法人 北野幼稚園
京都市上京区御前通一条下る　　（北野天満宮バス停下車南１0０m）

創
立
以
来
八
十
年
に

わ
た
っ
て
、

和
や
か
な
家
庭
的
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
つ
つ

就
学
前
教
育
の

本
流
を
め
ざ
し
て
、

保
育
を
続
け
て

参
り
ま
し
た
。

幼
児
た
ち
は

楽
し
い
遊
び
を
通
し
て
、

人
生
に
必
要
な
生
き
る

力
の
す
べ
て
を
手
に
し
ま
す
。

℡.463-0111㈹
http://homepage3.nifty.com/kyotokitano_k/

JUNSEI

左京区南禅寺門前　電話 075─761─2311
http://www.to-fu.co.jp

名物ゆどうふ

南 禅 寺

─ 15 ─
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